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『自分で選んで自分で切り拓く人生』  中野優作氏の講演より 

 去る１月２２日（木）、本校メモリアルホールにて（株）BUDDICA代表取締役 中野優

作氏による講演会を開催いたしました。本校の卒業生である（株）ノグチオート野口桂市氏

による、「ぜひ後輩である五高生に、さまざまな職業があることを知ってほしい」との熱い

思いにより、この講演会を実現できました。当日は、車業界で知らない人はいないと言われ

る中野氏が講演されるということで一般の方も来校され、メモリアルホールは立ち見が出る

ほどの大盛況でした。１、２年生対象の１時間ほどの講演会でしたが、生徒たちはメモを取

りながら食い入るように講演を聞いていました。講演では、「挑戦することで未来は切り拓

くことができる。理想の自分はどんな人か、それに近づくためには何をしたらよいか自分で

考えるしかない。」「人生はいつでもどこからでも変えられる。少しずつ積み上げていくこ

とが大切である。」「迷ったら挑戦。逆境の時こそ前に出る。あるゆる困難と真正面から立

ち向かい挑戦することが大切である。」「過去の自分の選択が、今の自分を創っている。

今、やり直せよ、未来を。」と前向きで心揺さぶられる内容でした。この飾らず芯を付く言

葉は、生徒たちの心に深く刻まれました。生徒たちにとって、今後の学習や部活動への指針

ともなり、新たな行動への一歩となりました。さらに、中野氏から生徒一人ひとりに１冊ず

つ、中野氏著書の本もご恵贈いただきました。このような貴重な機会をいただいたことに心

から感謝申し上げるとともに、関係の皆様に深くお礼申し上げます。ありがとうございまし

た。 

長崎県立五島高等学校                      第１１号 令和８年２月２８日 発行 

今月の行事予定表など、学校の最新

情報を五島高校ホームページに掲載

しております。ぜひご覧ください。 
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 生徒総会・部活動集会 

２月３日（火）、令和７年度生徒総会が行われました。生徒会費の決算と予算、生徒会活動報告と

次年度の計画などの議案と生徒からの要望の審議が行われました。生徒からの要望は、今年度は特

に、施設・設備の修理に関する要望と校則に関する要望が各クラスと部活動から多く出されており、

それらの要望について、各担当の先生方へ意見（または質問）書を提出しその後回答をいただくこと

が決定されました。総会後に行われた部活動集会では、文化部代表で放送部部長の池村紗羅さんが活

動報告と滑舌練習の実践「外郎売り」を披露しました。また、体育部代表で剣道部主将の吉田光輝さ

んが活動報告と次年度に向けての決意表明を行いました。 

今後も積極的に生徒が意見を言い出せる五島高校生徒会、主体的な部活動に期待しています。 
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衛生看護科 准看護師資格試験 出陣式 

２月９日（月）に准看護師資格試験の「出陣式」を実施しました。受験する３年６組の生徒２７名と衛生

看護科の１・２年生、教職員が参加し、校長先生、学年主任の下釜先生、進路主任の礎先生から激励をいた

だきました。生徒を代表してかんなさんが「この日を迎えることができたのは、決して当たり前ではな

く、多くの人の支えがあったからこそだと感じています。日々熱心にご指導にあたってくださった先生方を

はじめ、これまで温かく見守り、陰で支え続けてくれた家族、そして病院実習でお世話になった方々へ感謝

しています。また３年間、同じ目標に向かって励まし合い、時に悩み、支え合いながらも共に成長してきた

仲間がいたからこそ、ここまで来ることができたと思っています。２７名全員で今日まで培ってきた知識を

最大限に発揮し、いつもと変わらない環境で試験を受けることができること、この恵まれた環境に感謝し、

これまで積み重ねてきた努力を信じて、最後まで全力を尽くします。」と決意を表明しました。また１・２

年生からは激励の言葉とともに折り鶴が贈呈され、生徒一人ひとりが本番の試験への決意を新たにしまし

た。多くの方に見守られながら今日を迎えられ、決意を固めることのできた出陣式で、生徒達にとって大き

な励みとなりました。応援してくださった方々、本当にありがとうございました。 

職業・進路選択講演会 

１月２２日（木）に（株）ＢＵＤＤＩＣＡの中野優作様をお

迎えし、「自分で選んで自分で切り拓く人生～ハンドルを握

るのは、君だ～」と題してご講演をしていただきました。講

演後には、生徒からの「もし今までの人生の中で、苦しいと

きの自分に声をかけられるなら、今ならなんと声をかけます

か？」という質問に対して、「〇〇をしたほうが良い、と決

めるより何をしたいのか自分に問うだろう」とご回答いただ

きました。生徒たちは講演を聴いて、自分の進路選択に迷っ

たときの心の在り方や前向きな意思決定について改めて考え

る機会となりました。 

 

 

 

剣道部 
令和７年度全国高等学校選抜剣道大会長崎県予選大会

【男子団体】  

第３位 吉田光輝 優秀選手選出 

【女子団体】 １回戦敗退 

柔道部 
令和７年度長崎県高等学校柔道選手権大会 

 【男子団体】 第３位 

 【女子団体】 第３位 

 【女子個人】 ６３ｋｇ級 第２位 城山舞佳 

              第３位 三浦梨子 


